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令和４年度 仙台市障害者施策推進協議会（第４回）議事録 

 

 

１ 日 時 令和４年９月８日（木曜日）18：30～20：40  

２ 場 所 オンワード樫山仙台ビル 10 階ホール 

３ 出 席 大坂委員，秋山委員，奥田委員，熊谷委員，佐々木委員，柴田委員，髙橋（秀）委

員，寺田委員，中嶋委員，三浦委員，山下委員 

      伊藤臨時委員，片桐臨時委員，鎌田臨時委員，子吉臨時委員，成田臨時委員，早坂

臨時委員，細川臨時委員 

      ※欠席：小野委員，小幡委員，加納委員，菅野委員，菊地委員，熊井委員，高橋（淳）

委員，西尾委員，支倉委員，阿部（勇）臨時委員，阿部（昌）臨時委員 

[事務局]小幡障害企画課長，清水障害者支援課長，井上障害者総合支援センター地域

リハビリテーション推進係長（代理），原田精神保健福祉総合センター主幹

（代理），蔦森北部発達相談支援センター所長，大石南部発達相談支援セン

ター所長，高橋青葉区障害高齢課障害者支援係長（代理），天野宮城総合支

所障害高齢課長，只埜宮城野区障害高齢課長，富田若林区障害高齢課障害者

支援係長（代理），吉田太白区障害高齢課長，加藤秋保総合支所保健福祉課

長，三條泉区障害高齢課長，小西企画係長，阿部サービス管理係長，佐藤地

域生活支援係長，佐藤主幹兼障害保健係長，髙橋指導係長，田所主任，大谷

主事，五戸主事，篠木主事，成田主事 

ほか傍聴者 3 名 

 

４ 内 容 

（１）開 会 

 

（２）委員挨拶 

 

（３）会長挨拶 

会 長   皆さん，おばんでございます。 

 お足元の悪い中をお集りいただきまして，ありがとうございます。 

 また，コロナも依然猛威を振るっておりまして，何か先が見えているような気

もするんですが，なかなか落ち着かないというところです。条例について，この

協議会の議論も，皆様からいろいろご意見をいただく中で視野が広がったり，考

えが深まったりしてきているところだと思います。 

 皆様にたびたびお願いをしておりますが，どうぞこの場でお話しされたことを，

戻られて，いろいろな方と交流してみていただいて，またそこでも議論が広がっ

て，そういったものもお持ちいただければ，より実態に即したものになっていく
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のかなと，安心して障害者の方も暮らせるような仙台になっていくのかなと思い

ますので，ぜひよろしくお願いいたします。 

 では，早速始めたいと思いますので，よろしくお願いいたします。 

 

事 務 局 

（小西係長） 

  大坂会長，ありがとうございます。 

 それでは，ここからの進行は会長に進めていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 

 

（４）議事録署名人指名等 

 (1) 定足数の確認                                    

事務局より定足数の確認がなされ，会議の成立が確認された。 

 (2) 議事録署名人指名                                   

議事録署名人について，会長より柴田委員の指名があり，承諾を得た。 

 

（５）議事 

 協議事項 

  (1) 条例の見直しに係る論点の整理について 

  (2) 条例の見直しに係るテーマ別の議論４，５について 

 

協議事項 

  (1) 条例の見直しに係る論点の整理について 

  (2) 条例の見直しに係るテーマ別の議論 4 について 

会 長   本日の議事につきましては，仙台市障害者施策推進協議会運営要領第４条第１項

に基づき，公開といたします。 

 では，議事に入りたいと思います。 

 次第４の議事に入ります。 

 なお，19 時 30 分頃になりましたら 10 分ほど休憩を取りたいと思いますので，

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは，協議事項（１）条例の見直しに係る論点の整理について並びに協議事

項（２）条例の見直しに係るテーマ別の議論 4 について，あわせて事務局からご説

明をお願いいたします。 

 

事 務 局 

(小幡課長 ) 

  障害企画課，小幡でございます。 

 協議事項（１）条例の見直しに係る論点の整理及び協議事項（２）条例の見直し

に係るテーマ別の議論４につきましてご説明いたします。 

 まず，資料１「条例の見直しに係る論点の整理について」をご覧ください。 

 Ａ３の縦長の資料になります。 
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 この表は，８月の協議会でもお示ししました仙台市の差別解消条例の各条文につ

いて，国の差別解消法，それから国の基本方針のどの部分と対応していて，国がど

のような改定をしているか，また，そのために条例の見直しではどこをポイントと

して議論していけばいいか，そういったものをまとめたものでございます。 

 表の上半分なんですけれども，今回網掛けをさせていただいております。これが

前回議論した前文，第１章「総則」，第２章「障害を理由とする差別の禁止」につい

ての部分になっております。 

 今回の協議会では，残りの表の下半分，第３章「障害を理由とする差別を解消す

るための施策等」についてご議論をお願いいたします。 

 続きまして，協議事項（２）のうち，条例の見直しに係るテーマ別の議論４につ

きましてご説明いたします。 

 資料２－１「条例の見直しに係るテーマ別の議論４」をご覧ください。 

 議論の４では，１の「議論のテーマ」としまして，第３章のうち，第 10 条「啓

発活動及び交流の促進」，第 11 条「就労及び雇用に関する支援の充実」，第 12 条「意

思疎通の支援の充実」，第 13 条「政策形成過程への参画の推進」，第 14 条「関係機

関との連携」についての議論をお願いいたします。 

 この部分につきましては，２の「論点」にございますとおり，第 10 条の啓発活

動に関して，今後さらなる障害理解の啓発活動や交流を推進するに当たり，どのよ

うな取り組みが必要か，第 11 条から第 14 条に関して，差別の解消のための基本的

な施策について，見直すべき点，新たに盛り込むべき点があるか，そういった視点

でご検討いただければと思います。 

 また，３の「議論のポイント」として箱囲みにポイントをまとめております。 

 議論のポイントとしては２つあります。 

 まず１つ目として，条例そのものの見直しに関する視点です。 

 国の法改正で，地方公共団体は障害を理由とする差別とその解消の取り組みに関

する情報，具体的には事例などの収集，整理，提供に努める旨が明記されました。 

 また，委員の皆様からは，就労の分野を重点的に扱う表現を盛り込むこと，それ

からページをおめくりいただきまして，意思疎通支援について，宮城県の条例と同

様に本人が意思疎通の手段を選択できるような表現を盛り込むこと，学校教育に関

する内容を盛り込むこと，そういった点についてご意見をいただいております。 

 議論のポイントの２つ目として，条例を推進するためにどのような施策が必要か

という視点です。 

 委員の皆様からは，普及啓発に関連して，対象に合わせたわかりやすい表現によ

る周知，それから差別を受けた事例，合理的配慮の体験例の周知，そういったもの

の必要性，子どもの障害理解教育の必要性についてご意見をいただいております。 

 そのほか，ヒアリングでは差別解消条例とは別に手話言語条例の制定に関するご

意見もいただいたところです。 

 このような議論のポイントでご意見をいただければと思います。 
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 なお，資料の後段で，ただいまご説明した議論のポイントに関するこれまでのご

意見，それから条例制定時の考え方，国の基本方針の改定案などを整理しておりま

す。 

 これまで委員の皆様，ヒアリングした団体，関係機関からの具体的な取り組みに

ついて様々ご意見をいただいているところですが，もう市のほうですでに実施して

いる取り組みと同じような内容のご意見も多くいただいておりました。そのため，

まず啓発活動とか就労支援に関するこれまでの市の取り組みについて改めてご紹介

させていただきまして，その上でさらなる取り組みとか，あと別の視点からの施策

などについてご議論いただければと思います。 

 それでは，まず啓発活動に関して，差別解消条例に係る取り組みについて，８月

の協議会でお配りした参考資料の１「「令和３年度仙台市障害を理由とする差別をな

くし，障害のある人もない人もともに暮らしやすいまちをつくる条例」に係る取り

組みについて」，これをもとにご説明いたします。 

 前回の資料ですので，本日お持ちでない方がいらっしゃいましたら，お手を挙げ

て事務局にお知らせいただければと思います。皆様お持ちでしょうか。 

 それでは，今お手元にあるかと思いますので，それをもとにご説明させていただ

きます。 

 それでは，今お配りした，もしくはお手元にございます資料の３ページ，２の「普

及啓発・理解促進等に関する主な取り組み」をご覧ください。 

 まず，（１）の障害理解サポーター事業です。 

 これは，企業とか団体，一般市民を対象に，障害理解の研修を行い，障害に関す

るよき理解者としてのサポーターを養成するものです。 

 事業のポイントとしては，講師が障害当事者であるということで，みずからの体

験を交えた講話に，受講者からは「障害のある方の生の声を聞いて，障害について

理解が進んだ」など，好評をいただいているところです。昨年度は 961 名の方に受

講いただいたところです。 

 （２）のココロン・スクールは，若年層からの障害理解を進めるために実施して

いる中高生を対象にしたワークショップです。これも障害当事者に講師になってい

ただき，講話やグループワークなどを行ってまいります。昨年度は 500 名以上の生

徒さんが受講されています。 

 ページをおめくりいただきまして，（３）の福祉まつり，ウエルフェアですけれど

も，12 月の障害者週間に，障害に関する作品展，それからその作品に関する表彰，

シンポジウムなどを行っているものです。 

 また，例年ですと 10 月に勾当台公園市民広場を会場としましてステージ発表と

かふれあい製品販売などの屋外イベント，これもまたウエルフェアと言っておりま

すが，それも行っておりますが，ここ２年はコロナ禍のために中止をしているとこ

ろでございます。 

 （４）の市民協働事業，「TOGETHER ACTION PROJECT」，通称 TAP と呼んでいま
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すが，こちらのほうは市内の大型商業施設とか駅前広場などで，手話ソングである

とかドラムサークルなどを行って，障害の有無にかかわらず楽しんで交流すると，

そういうイベントになっております。ただ，不特定多数の市民が参加できるという

ことで，これもここ２年はコロナ禍のため中止しておりますが，今年度は児童館な

ど，利用者が限られる場所で手話ソングなどを楽しむイベントとして再開している

ところです。 

 （５）の障害者スポーツを通じた理解促進では，12 月の障害者週間に合わせたウ

エルフェアスポーツという障害者スポーツ体験会を開催しているほか，様々な機会

を捉えて個別の体験会を行っております。 

 （６）の研修講師派遣，（７）のヘルプマーク等の周知，次のページにお進みいた

だきまして，（８）の障害者週間に合わせた市役所本庁舎吊り看板の設置なども行い

まして，障害理解の啓発を進めております。 

 （９）のウェブを活用した広報の実施，こちらは昨年度から始めたものでして，

障害に関心が薄いと言われる 10 代から 30 代の若年層に啓発できるように，障害の

ある方であるとかその支援者の活動や取り組みへの思いを取材した記事，そういっ

たものを掲載したウェブサイトを開設いたしまして，あわせて，そのウェブサイト

へ誘導するために，10 代から 30 代をターゲットにしたウェブ広告を実施したとい

うものでございます。 

 （10）のリーフレットにつきましては，条例制定時以降，様々作成してまいりま

した。本日，その一部を皆様にお配りしているところです。 

 その中のピンク色の事例集，ちょっと小さめのものですけれども，こちらのほう

は条例制定時に募集した事例をまとめたものでして，次にポイント集というＡ４の

ちょっと茶色っぽい冊子もございますけれども，こちらにつきましては，これまで

寄せられた相談事例から対応のポイントをまとめたものでございます。 

 そのほか，「避難所における配慮の手引き」とか，新しい生活様式における障害の

ある方の困りごと，そういったものを，災害時，コロナ禍など，そうした直面した

困りごとに対応できるよう，まとめたものでございます。 

 それでは，今まで啓発活動についてご紹介してきましたが，次に就労支援の取り

組みについてご紹介させていただきます。 

 こちらは本日お配りしました参考資料の「障害者就労支援に係る取り組みについ

て」を使いましてご説明させていただきます。 

 ２の「障害者就労支援事業の概要」のところをご覧ください。 

 仙台市での就労支援は，そこの図にありますように，図の右上にある一般企業へ

の就労を目指す一般就労の部分，それから就労継続支援事業所でサポートを受けな

がら働く福祉的就労の部分，そちらが両輪となって就労支援を進めているというと

ころでございます。 

 お手元の資料，よろしいでしょうか。大丈夫でしょうか。 

 ページをおめくりいただきまして，このうち，まず（１）一般就労への移行の促
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進というところにつきましては，障害者就労支援センター，「はたらぽーと仙台」と

呼んでおりますけれども，そちらを中心に，①にある障害者の就労に関する支援，

こちらのほうは障害者，家族，支援者，企業などからの相談に対応しているもので

す。 

 ②の企業の障害者雇用への支援としては，各種セミナー，交流会，そういったも

のを実施してございます。 

 次のページにお進みいただきまして，③の就労移行支援事業所など障害福祉サー

ビス事業所の支援力強化，そういったものに取り組むとともに，④の障害者雇用マ

ッチング強化として，業務の堀り起こしであるとか障害者と企業のマッチングを行

うなど，多方面から障害者雇用の促進に取り組んでいるところです。 

 ページをおめくりいただきまして，次に（２）の福祉的就労の充実というところ

でございます。 

 ①の福祉的就労ステップアップ事業ということで，就労支援事業所で製作された

ふれあい製品であるとか，事業所で請け負える清掃とか除草などの役務を紹介する

ホームページでの情報発信，それから企業への働きかけや，製品の企画提案に関す

る研修の実施，そういったものを通して，ふれあい製品の魅力向上であるとか，販

路拡大のための支援を行っているところでございます。 

 また，②のふれあい製品フェアであるとか，次のページにお進みいただきまして，

③の販売会などを定期的に開催いたしまして，ふれあい製品の販売促進に取り組む

ほか，④の優先調達ということで，市役所内部での物品調達に当たりまして，就労

継続支援事業所などから優先的に調達する，そういった福祉的就労に係る工賃向上

に向けた支援を行っているところでございます。 

 ページをおめくりいただきまして，（３）の障害者就労への理解促進といたしまし

ては，①の障害者雇用貢献事業者の表彰，②の障害者雇用促進セミナー，③のアン

テナショップによる広報・啓発，そういったことの取り組みも行っているところで

ございます。 

 以上，駆け足で啓発活動，就労支援の取り組みを多方面から実施しているという

ことをご紹介してまいりましたが，これらに関して，さらなる取り組みとか，別の

視点からの施策などについて皆様からご議論をいただければと思います。 

 それでは，条例の見直しに係るテーマ別の議論４のご説明は以上でございます。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 ただいま協議事項（１）並びに（２）のテーマ別議論４について事務局よりご説

明いただきました。 

 それでは，委員の皆様にご協議いただきますが，事前質問票をいただいている寺

田委員さん，細川委員さんからまずお話を伺いたいと思います。 

 寺田委員さん，お願いいたします。 
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寺 田 委 員   仙台市社会福祉協議会の寺田です。 

 お手元の資料にあるとおりなんですが，たった今も説明がありました差別解消に

向けたいろいろな事例集，こちらについて，差別や合理的配慮などに関する事例集

として典型的なよくある事例をわかりやすく説明したよい冊子になっていると思う

んですが，今いろいろ取り組んでおられるご説明もありましたが，これまでどのぐ

らいのところに配布をされているのか，どういったところに配布をしていただいて

いるのか，その配布の方針と実績がわかれば教えてほしいという質問です。今後も

どういうふうに取り組まれますかという質問が１点。 

 意見としては，例えば障害のある方が行きたいけどなかなか行けていないような

飲食店とかコンビニ，スーパーなどの小売店とか映画館，ホール，その他文化・ス

ポーツ・レジャー施設，あらゆるところにこういった情報が伝わっていかないと，

なかなか実現しないのかなと思います。この冊子は結構立派なものですので，それ

をすべて配布するのが難しいのであれば，こういったものがありますよという紹介，

スマホ，ホームページなどで中身が見られるような紹介するチラシも作るとか，そ

ういった周知の仕方の工夫をしていただければなという意見です。 

 そして，説明会のような，飲食店とか中心部のお店とか，とにかくいろいろな機

会に情報を知っていただく。こちらから働きかけないとなかなか，関心の強い人が

講座とかを受けるだけではなくて，浸透するための相当の努力をしないとなかなか

わかっていただけないのかなと思うので，そういう機会をなるべくつくったほうが

いいという，これは意見でございます。 

 そして，具体的に現場でいろいろな個別の対応，非常にきめ細かな対応が必要な

場合にどうしたらいいかという場合には，冊子の中ですと一般的な事例が中心です

ので，細かい対応の場合は本当に集積した，障害の種類とかお店とか施設の状況を

もとに整理されて，検索しやすい，ネットの時代でありますので，そういったサイ

トなのかアプリなのか，それらも，国のほうでも何かやっていくというお話になっ

ているようでございますが，ぜひそういうのが普及すると，どこの飲食店などでも

意識してもらえるのかなというところでございます。 

 最後に，これは条例制定時にも同じ意見があったようでございますし，広島市な

どでも実施しているようなんですが，例えば飲食店などで合理的配慮をしているお

店ですよという目印になる，丸適マークといいますか，何かそういったマークとか

シールとか，認証制度みたいなのがあって，それを公表できたり，あるいはマップ

になっていたりすると，障害のある方も利用する場所を探しやすいですし，これは

お店側にも，宣伝効果といいますか，メリットもあるので，そういったことも施策

として検討なさってはいかがかなという意見でございます。 

 ちょっと長くなりましたが，以上でございます。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 では，細川委員さん，お願いしたいと思います。 
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細 川 委 員   仙台市聴覚障害者協会事務局長の細川と申します。 

 皆さんに今日配布しましたとおり，前回，「聴覚障害者だけではなくてほかの障害

者，盲ろう者，たくさんの障害者がスムーズにコミュニケーションできるといい」

ということを申しましたが，それに補足したいと思って，今回意見として出させて

いただきました。 

 聞こえない人のコミュニケーションは一つだけではありません。コミュニケーシ

ョン方法もたくさんあります。手話が必要，手話ではない人，いろいろなコミュニ

ケーション方法があります。手話を見ると，日本語に合わせた手話表現していると

いうのもあれば，それとは違い日本語に対応しない，『日本手話』というものもあり

ます。それをぜひ皆さんにご紹介したいと思いました。例えば「梅雨に入る」とい

うような日本の文があるとすると，「梅雨に入る」，入るってどういう意味？それで，

手話言語の文法に変える，そうすると「梅雨が始まる」となります。また，「梅雨が

明けた」というのは「梅雨が終わる」と表現します。このように日本手話は、日本

語とは文系，文体が異なる独自の言語であります。このことが，なぜ手話が言語か

という意味ではとても重要なところです。 

 とにかく皆さんと仲良くコミュニケーションができるということは良いことだ

し，大切だということ，また，「手話は言語である」ということは、とても大切なこ

とですし，私たちはそれを自覚しております。アジアの中で手話言語法を制定して

いるのは、韓国だけです。先進国である日本でも手話言語法を制定していない。そ

ういう意味でも世界からも遅れていると感じております。やはり手話を使って生き

ていく，そのような意味では，私たちにとって手話言語が広く周知されることが、

ろう者にとって社会生活が充実したものとなります。 

 もう一つあります。補聴器，人工内耳，新しい医療技術は進歩していますが，そ

れでもやはり手話は大切なのです。『手話は命』という言葉は、ずっと持ち続けてい

る私たちの信念なのです。この間の地震のときも，電池がないために補聴器が使え

なくなり困ったというように、機器は万能ではないということなのです。 

 以上です。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 今のご意見は，私たちふだんあまりいろいろなことに触れない者にとっては非常

に重要な発言ですので，しっかり受け止めていきたいと思いますし，それから細か

いところまでお話をいただいておりましたが，これからも細川さんのほうで何かあ

ればどんどん言っていただいて結構でございますし，またこういった文書でいただ

くのも一つの手だと思います。どうもありがとうございました。 

 それでは，事務局から先程の寺田委員からの質問について回答をお願いします。 

 

事 務 局   障害企画課，小幡でございます。 
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(小幡課長 )  先ほどの寺田委員からのご質問の部分なんですけれども，事例集をこれまでどん

なところで配布してきたか，どれぐらい配布してきたかというようなところをまず

簡単にご回答いたしたいと思います。 

 このピンクの事例集というのは，先ほども申し上げましたとおり条例制定時に募

集した事例をもとに作ったということで，条例制定の前後を中心に各機関に配布さ

せていただいたというところでございます。 

 当時の送付先につきましては，まず市役所の庁内の関係する各課であるとか，障

害福祉関係の団体，障害福祉サービス事業所，それから支援学校，民生委員児童委

員の皆さん，それから企業の関係する団体，それから市民センター，労働局，法務

局，一部医療機関，そういったところを含めて幅広く配布してきたところでござい

まして，当時１万部を超える配布をしたというところでございます。そのほか，こ

の事例集についてはかなり評判がよかったというところもありまして，各種イベン

トであるとか各種研修会とか，様々なタイミングで配布していたところでございま

して，その後に配布した部分については，すみません，数字のところはカウントし

ていなかったというところです。 

 今後，こうした事例集も含めて，今後も幅広く配布していくというところで変わ

りはございませんけれども，今回，法改正で事業者の合理的配慮が義務化されてい

るというようなところもありますので，今後は特に事業者への周知というところを

強化していきたいなというふうには考えております。 

 以上です。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 この事例集はすごく思い入れがあるものです。漫画で表して，できるだけみんな

に興味を持っていただくためにこのように作ってみたんですけれども，当事者の皆

さんからも色々とコメントをいただいたりして作成しました。たしか仙台市の職員

の方が書いた漫画だと思うんですけれども，ご協力をいただいて，こういうものを

作ったという経緯がございます。 

 寺田委員さん，よろしいでしょうか。はい，ありがとうございました。 

 それでは，柴田委員さんお願いいたします。 

 

柴 田 委 員   自閉症協会の柴田と申します。 

 今，冊子について，どのくらいどこで配っているかという話が出たんですけれど

も，先ほど就労支援に関わる取り組みについてという説明を受けたときに，福祉就

労のほうの充実で販売会とかふれあい製品フェアとか，そういうところが何回か行

われているんですけれども，私も市政だよりのほうでは日にちを見つけて，「あ，や

るんだ」ということがわかるんですけれども，そのほかの周知の仕方というか，市

政だより以外でどのような周知の方法をしているのかということ。どちらかという

と，一緒の施設の保護者同士のほうが情報が早いというか，そういうのがあります
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ので，そうすると障害者の親だけがやはり行くような感じになってしまいますので，

市民の方たちには市政だより以外でどのように広報しているか，教えていただきた

いと思います。 

 

会 長   事務局，よろしいでしょうか。 

 

事 務 局 

(小幡課長 ) 

  障害企画課，小幡でございます。 

 こうした販売会ですけれども，当然市政だよりで広報するというのが基本になっ

ておりますが，そのほか，市のホームページに掲載したりであるとか，あとは先ほ

ど福祉的就労ステップアップ事業というふうにお話ししたんですけれども，そこに

委託してふれあい製品を紹介するようなホームページの中に「ありすと仙台」とい

うものがありまして，そこの中でイベントの情報として周知をしたり，その「あり

すと仙台」の中のインスタグラムなども使いまして，今日は販売会をやっているよ

というような周知をしたりと，あの手この手で周知はしてございます。ただ，やは

り口コミに勝る部分はなかなかないのかなというところはありますので，そうした

関係する方々からの口コミというところも非常に大事にしていければと思っており

ます。 

 あと，ふれあい製品フェアであったり，地下鉄仙台駅とか，昨年度から大規模な

商業施設，具体的には長町のララガーデンさんなんですけれども，そちらのほうで

の販売会も行っておりまして，そういうようなところでは通りすがりの方に買って

いただけるという，そういった新たな掘り起こしということは期待できるのかなと

いうふうに考えておりますので，そうした事前の周知と，あと場所でのイベントに

よる周知というような形で，皆さんにおわかりいただければというふうに考えてお

りました。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 柴田委員さん，よろしいでしょうか。 

 周知については，今インスタとかのお話が出ておりましたが，どんどん新しい媒

体が出てきておりますので，積極的にみんなで知恵を出していければなというふう

に思っております。積極的にぜひやりましょう。ありがとうございました。 

 ほかにご意見ございますでしょうか。はい，早坂委員さん，どうぞ。 

 

早 坂 委 員   みやぎ盲ろう児・者友の会の早坂です。 

 今回のテーマは幅が広いのですが，一通り意見を言っていいでしょうか。 

 

会 長   どうぞ。 

 

早 坂 委 員   まず，啓発・広報について，事例集は私も大坂先生と一緒に作らせていただいた
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ので，とても思い入れがあります。ぜひいろいろな方に見てほしいと思います。今

日も職場で同僚の方に漫画の部分をお見せしたところ，とてもいいと言っていまし

た。 

 ただ，こういったもの，興味がない方はご覧になっていただけないところが残念

なところかなと思います。何か駅など，地下鉄などを利用して，インパクトのある

ポスターなどを作って，そこから細かい情報に誘導できるようなＱＲコードなどを

貼り付けて，スマホを使ってサイトなり動画を作って見ていただくとか，そういっ

たふうにやっていけるといいのかなという考えがありました。 

 次にコミュニケーション，意思疎通について，これは条例文のほうなんですけれ

ども，意思の表示という部分，そこはちょっと双方向のコミュニケーションという

のを前回も言わせていただきましたが，少し表示だけではなくお互いのキャッチボ

ールが大切なんだよということを知っていただけるといいなと思います。 

 それから，「コミュニケーションは障害の状態に応じて」という文章があるんです

けれども，先ほど細川さんがおっしゃったように，コミュニケーション方法は本当

に様々なんですけれども，それは障害の状態だけではなくて，いつ障害を負ったか，

生まれつきか，それとも後天的か，または生活してきた環境，そういったものでも

コミュニケーション方法が違ってきて，同じ聴力レベルの方であっても，手話を使

う方がいればそうでない方もいらっしゃる。盲ろう者となると，もっとたくさんの

コミュニケーション方法があって，指点字，手のひら書き，音声と，いろいろなも

のがあるんですけれども，その障害の状態だけではないので，「障害の状態等」みた

いな，もう少し幅を持たせられるような表現になるといいのかなと思いました。 

 そして，最後に就労について，私は今事務職のほうをしているんですけれども，

職場のほうで合理的配慮として拡大読書器を購入していただきました。とても助か

っていて，仕事もスムーズにこなせているんですけれども，拡大読書器もいろいろ

な種類がありますけれども，値段が 19 万 8,000 円と，とてもお高いです。これを

企業が買うとなると，やはり負担があるのかなという印象があって，就職活動をす

るに当たっても，自分からお願いするにも少しお値段が高いのでちょっと言いづら

い，もしできたらという低姿勢で入ってしまうんですけれども，相手のほうもなか

なか採用に結びつかないようなことになると，差別の解消に結びつかないのかなと

思うので，そういった合理的配慮をするに当たっての支援制度のような，補助制度

のようなものがあるといいのではないかなと思いました。 

 以上です。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 いろいろなお話をいただいておりまして，最初のところは，正直な話をすると，

さっきインスタとかという話が出ていましたけれども，いろいろな障害者の方の作

品であるとか，作っておられる日用品とかを見ると，「わあ！」という，「これどう

やって作ったんだろう」とか，「これどうやって書いたんだろう」とかというものも
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あったり，それから実際手に取るととても使いやすいようなものがあったりして，

「これいいよね」なんていう，また最初は自分の分だけ買ったけど家族の分もとか

って，取られちゃったからと，そういうこととかもよくあるんですけれども，何か

そういう情報を，仙台市でやっているほかの分野のところにちょこっと載せていた

だいたりしても私はすごくいいかなというふうに思うんですね。今の早坂さんのア

イデアでいうと，そこにＱＲコードか何かを載せて，つながっていくと，すごくい

いかなというふうに思っていて，私はそういったものをどんどん紹介していくこと

が，「これは障害者の人が作ったんですよ」じゃなくて，いろいろなところに混ぜて

いくと，とってもおもしろいことになるのかなと思っています。役所の人は異動す

るから残念というのがあるんですけれども，異動するからいいところもあって，異

動した際にはこの話をぜひ思い出していただいて，何かできればいいかなと。ポス

ターの端っこに載るでもいいので，そんなことがあると少しずつ変わるのかなと思

うので，うれしくお話を聞かせていただいておりました。 

 あと，最後のところの，いろいろな必要なものですよね，就労に当たって必要な

ものについてというときには，これは重層的な支援で，たぶん国と，県もおやりに

なっていて，それからできれば市もと，重層的にやっていくといいんですけれども，

情報提供できるといいのかなと思っております。ありがとうございました。 

 ほかにございますか。はい，お願いいたします。 

 

成 田 委 員   ここねっとの成田と申します。 

 私，前回の第３回で啓発活動に近い研修とかを開催できたらいいんではないのか

と言っていたんですけれども，障害理解サポーター養成研修事業のフォローアップ

研修に私も参加したことがありまして，初めて参加したとき，こういう研修があっ

て，しかも当事者の人たちが講師をやるというのはすごくいいなと思いました。 

 ここからちょっと細かい話になってしまうんですけれども，フォローアップ研修

のときに用意していただいた資料は，とてもわかりやすくまとめられていて，たぶ

ん自分で資料を作成するのがちょっと難しい人とか，資料を読むのが苦手な人でも

やりやすいなと思いました。 

 そして，さらに思ったのが，その資料にまとめられてるところプラス，それぞれ

の個人の障害特性とか，その障害特性で困ってきたエピソードとか，配慮してほし

いところとかを自由に記入できる欄といいますか，記載方法は個人の特性とか障害

に合った表現方法でいいと思うんですけれども，それらを追加してもらえると，も

うちょっと障害のことを知らない人にもその人の障害が伝わりやすいし，その人個

人の障害に特化した専門的なことがお伝えできるんじゃないかなと思いました。 

 あと，私の職場でやっている研修とかは，そういう資料を発表の当事者の人が自

分でほぼ一から作成している状態なので，結構詳しくエピソードとか配慮してほし

いことが記載されているので，そのほうがわかりやすいかなと思いました。 

 以上です。 
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会 長   成田さん，今経験からご意見をいただいたんだけれども，成田さんのおっしゃっ

ていることをみんなで共有しておいたほうがいいものだなというふうに思いました

ので，事務局で共有をよろしくお願いしていいですか。 

 

事 務 局 

(小幡課長 ) 

  障害企画課，小幡でございます。 

 今成田委員からお話いただいたのは，障害理解サポーター事業で講師の方が実際

に研修に行ったときに説明に使う資料のことかなと思いますけれども，そちらは仙

台市の事務局のほうで原本を持っておりますので，この会が終わった段階でデータ

でお送りできればと思いますので，ぜひご覧いただければと思います。 

 障害理解サポーター，先ほどもお話ししましたが，当事者の方がある程度シナリ

オに沿って，障害のこと，合理的配慮のことなどをご説明していただくんですけれ

ども，その中で，やはり説得力を持たせるために，自分の障害について語ったりと

か，あと自分でこんな体験をしたんだというところも織り交ぜながらしゃべってい

くというような内容になっております。やはり障害のある方の生の声が聞けるとい

うようなところが評判として返ってきていますので，皆さんにすごくいいお話をし

ていただいているなというふうにこちらの事務局としては考えているものです。ぜ

ひ皆さんにもご覧になっていただいて，共有できればと思いますので，よろしくお

願いいたします。 

 

会 長   よろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

 では，佐々木委員さん，お願いしてよろしいでしょうか。 

 

佐々木委員   遅れて到着して申し訳ございませんでした。歯科医師会の佐々木です。 

 条例の周知をするに当たってちょっと考えていたことがあって，初めて条例を作

った前回のときよりも，やはり改正した今回のほうが周知って結構難しいような気

がするんですよ。最初，新たにこれができましたという周知って結構トピックス的

に大きいので，それで一般市民への啓発とか啓蒙活動とか，宣伝するというのはＳ

ＮＳなりテレビなり，こういう事例集みたいなのを作っていただいて周知するとい

うのは手段としてはあると思うんですけれども，やはりいろいろ考えてみると，ま

ずは身内からというか，例えば僕らの団体の中の周知徹底を図っていきたいなと思

っているのと，あとはやはり仙台市，その関連団体の人間は誰がどう聞かれても改

正点を説明できるぐらいまで周知徹底していかないと，やはりなかなか広まらない

のかななんて思っていたりしました。何かとりとめのない話なんですけれども，ま

ずは身内から固めていくのが手っ取り早いような気がします。 

 

会 長   ありがとうございます。 
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 歯科医院は，私の感覚ですけど，受診するのにためらったり，治療される方も大

変だったりということで，障害のある人にとっては敷居が高いと感じている人が多

いと思います。そういうところで周知していただけるというのは，敷居が低くなっ

ていいなと思って，積極的なご発言として感謝いたします。よろしくお願いしたい

というふうに思います。ありがとうございました。 

 ほかにございますでしょうか。はい，山下委員さん，お願いします。 

 

山 下 委 員   シャロームの会の山下と申します。よろしくお願いいたします。 

 啓発活動のところで，成田委員から先ほどお話がありましたが，私も障害理解サ

ポーター養成研修の講師をさせていただいております。先週，ちょうど久しぶりに

講師をさせていただいたところでした。そして，啓発活動のときに，私の体験から

思うことをお話しさせていただいたりしているんですが，私は自分が精神疾患を発

症する前は，精神障害についての知識がなかったので，精神障害というのは自分と

は関係ないものだと勝手に思い込んでいました。そんな自分が発症して，もう何が

何だか本当にもうわけがわからなくなってしまって，「ああ，もう自分の人生は終わ

った」と絶望しました。そして，自分の病気や障害を受け入れるまで何年も何年も

時間がかかりました。 

 自分の体験から思うことは，障害理解サポーター養成研修のような研修はとても

大切だと思いますし，やはり子どもの頃からの障害理解教育というのが重要だと思

っています。私は本当に何も知りませんでした。そこで，条例に学校教育に関する

内容を盛り込むことが重要だと考えています。先ほど中高生のココロン・スクール

の取り組みをお聞きして，それはとてもすてきだな，継続していただきたいなと思

うのと，やはり小学校の低学年のうちから継続的な障害理解教育が必要で，年齢に

応じたカリキュラムを作成すること，そして一番大切なことは，障害を持つ当事者

と交流しながら学ぶことだと思っています。私も障害を持つ当事者の一人として，

できることをやっていきたいと思っています。 

 以上です。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 山下委員さんは，成田委員の意見を聞いて，ご自分の体験ということでお話をい

ただきました。ありがとうございます。 

 ほかに。それでは，熊谷委員さん，よろしくお願いいたします。 

 

熊 谷 委 員   家庭福祉会の理事長をやっている熊谷でございます。 

 私はいくらいいものを作っても，途中からそれを学んでもなかなか入らないので，

やはり基本的には学校教育だと私は昔から思っていました。関心が無い人にいくら

いい雑誌を作って配布しても，それはただのごみなんですね。ごみをごみにならな

いように生かすためには，やはりふだんから何らかの折に関心を持つように，やは
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り学校教育が基本だなと思っています。 

 私もこの業界に入るまでは，全く福祉業界は無知でした。入ってみてびっくりし

ましたね。これだけ皆さん大勢の方が真剣に取り組んでやっているんだなというこ

とがわかったんですけれども，わからない人は本当にわからないです。ですからそ

の辺は，大変失礼ですけれども，いいものを作っても，例えば仏をつくっても魂を

入れなければただの道具ですよね。やはり魂を入れるためには，もっと授業を，考

えを変えてやらないといけないと思います。いかに関心を持たせるか，学校教育を

いかにしていくか，やはりその辺に集約されてくるかなと思いましたので，よろし

くお願いいたします。 

 

会 長   熊谷委員さん，ありがとうございました。山下委員さんの意見を受けてというこ

とでのご発言だったと思います。 

19 時 30 分になりましたので，議事の途中ですが 10 分ほど休憩を入れさせてい

ただきたいと思います。 

 再開は 40 分ということにいたします。よろしくお願いいたします。 

 

  （休  憩） 

会 長   では，再開いたします。 

 次の議題に移りたいと思うんですが，その前に教育のことが出ておりました。教

育委員会から秋山委員さんが出ておられますので，ご意見を伺いたいと思いますが，

私，いろいろなことに関わらせていただいている中で，小学校や中学校の教育の中

でもそういったものが取り入れられているということは前々から聞いておりまし

た。 

 では秋山委員さん，よろしくお願いします。 

 

秋 山 委 員   特別支援教育課の秋山です。 

 学校教育での障害理解という部分については，私も非常に重要だと思っておりま

す。特にそれぞれの年齢とか発達段階に応じた障害理解というのが非常に大事だな

というふうに感じています。 

 学校では，総合的な学習の時間とか，あとは道徳の時間，最近では各教科の中に

もそういった項目があって，子どもたちは障害理解についていろいろ学んでいます。 

さらに最近では障害理解というだけじゃなくて，いわゆる多様性を学ぶ，多様性を

認める，尊重するというようなことも含めて学習しています。 

 すごく子どもたちの様子を見ていて感じるのは，例えば小学校の低学年の子でも

いろいろなことを学ぶとすごくそれが身についていくというところがあるなという

ことを改めて感じました。例えば先日，障害理解教育に取り組んだ学校があって，

そこでは低学年の子たちにＷＨＯで出しているＩＣＦという考え方を先生が簡単に

説明をしたそうなんですね。障害の社会モデルというやつがあるんだという話をし
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たそうなんですけれども，そうしたら小学校低学年の子どもでも，その後に聞いた

ら「先生，社会モデルっていうのがあってね」と，こう私に一生懸命説明をしてく

れたというエピソードがありまして，やはり子どもたちによりわかりやすく伝えて

あげるという，そういう知識理解の部分でわかりやすく伝えてあげるということが

大事だなということと，あわせてやはり知識理解だけでなくて体験として学んでい

く，その２つが合わさることですごく育っていくんじゃないかななんていうふうに

思っていました。 

 今の子どもたち，特にここ数年はメディアとかでも非常に障害について扱うもの

が多いので，子どもたちの様子を見ていると障害理解，障害についての関心が非常

に高いというふうに感じています。アニメとかいろいろなテレビのドラマなんかで

もずいぶん取り上げられているので，子どもたちの捉え方というのもすごく積極的

だなというふうに思っていました。ですから，そういった意味では学校でもいろい

ろな教材を使って子どもたちは学んでいるので，例えば教材の一つとして使えるよ

うなものがあると，子どもたちもより学びにつながるのかなと。例えば難しい言葉

ではなくて，何かわかりやすい版の条例の解説とか，あとは今子どもたちに１人１

台タブレット端末なども配布されていますので，何か動画を見て簡単に「障害って

何だろう」と考えることができるものがあるとか，そういったものを通じて，より

子どもたちの障害理解が深まっていくのではないかななんていうのを感じたところ

でした。 

 以上です。 

 

会 長   秋山委員さん，ありがとうございました。 

 このところで，ほかにご意見はございますか。 

 次の議題もございますので，後で戻ってご意見いただいても結構ですので，進め

させていただいてよろしいでしょうか。 

 

 

協議事項 

(2) 条例の見直しに係るテーマ別の議論５について 

会 長   続いて，協議事項（２）条例の見直しに係るテーマ別の議論５について，事務局

からご説明をお願いいたします。 

 

事 務 局 

(小幡課長 ) 

  障害企画課，小幡でございます。 

 協議事項（２）のうち，条例の見直しに係るテーマ別の議論５につきましてご説

明いたします。 

 資料は２－２「条例見直しに係るテーマ別の議論５」をご覧ください。 

 議論の５では，１の「議論のテーマ」として，第３章のうち，第 15 条「相談」，

第 16 条「助言又はあっせんの求め」，第 17 条「助言又はあっせん」，第 18 条「勧



令和４年度仙台市障害者施策推進協議会（第４回） 

17/30 

告」，第 19 条「公表」，第 20 条「仙台市障害者差別相談調整委員会」といった，差

別に係る相談体制に関する条項について議論をお願いします。 

 この部分につきましては，２の「論点」にございますとおり，差別相談体制につ

いて，国の法改正等も踏まえ，見直すべき点，新たに盛り込むべき点があるかとい

う視点でご検討いただければと思います。 

 ３の箱囲みのところに議論のポイントをまとめております。 

 相談体制に関しても，議論のポイントが２つございまして，まず１つ目として条

例そのものの見直しに関する視点です。国の法改正，基本方針の改定案では，国と

か地方公共団体が差別相談に対応する人材の育成と確保，こういったことについて

明記されました。 

 また，２つ目として，差別に関する相談体制の整備というところのためにどのよ

うな施策が必要かという視点です。関係団体からのヒアリングなどで，相談窓口の

認知度の低さ，敷居の高さに係る課題があるというところであるとか，メールを活

用した相談などへのご意見をいただいたところでございます。 

 このような議論のポイントも含めまして，幅広い視点でご議論いただければと思

います。 

 なお，この資料の２－２の後段では，ただいまご説明した議論のポイントに関す

るこれまでのご意見とか条例制定時の考え方，国の基本方針の改定案などをまた整

理してございますけれども，議論の前提として，仙台市の差別に係る相談体制とそ

の取り組みについてまず最初にご説明させていただきたいと思います。 

 資料はそのまま４ページにお進みください。 

 ７の「本市における障害を理由とする差別に関する相談の流れについて」をご覧

いただきたいと思います。 

 差別に関する相談につきましては，まず各区役所の障害高齢課，宮城総合支所の

障害高齢課，秋保総合支所の保健福祉課，それから仙台市の障害に関する専門公所

であるウエルポート，はあとぽーと，南北アーチル，加えて仙台市から委託してい

る 16 の相談支援事業所，三角形のように書いておりますけれども，これらの事業

所なり窓口を相談窓口というふうにしてございます。 

 また，相談窓口が開いていない時間帯にいつでも相談できるように，差別解消相

談ダイヤルというものを 24 時間 365 日開設しておりまして，そこに電話とかファ

クスで寄せられた相談は，障害企画課を経て適切な窓口につなげられるという流れ

となってございます。 

 寄せられた相談に対しましては，各区役所，宮城総合支所障害高齢課に配置され

ている差別解消の相談員，こちらを中心に対応していくというところでございます。 

 相談員は中立の立場で，相談者であるとか訴えられた相手方から丁寧に話を聞き

まして，双方が歩み寄ることのできる提案なども行いながら，今後も相手方のサー

ビスを利用しながら地域での生活を継続できるように，相談員が調整を図っている

というようなところでございます。 
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 一方で，相談員の対応によっても事案が解決しない場合，そういうこともござい

ますので，障害者差別相談調整委員会というところに申し立てがなされるというこ

とになっております。委員会では，調整の上，助言，あっせんを行いますけれども，

そうした助言，あっせんに正当な理由なく応じない場合には，市長による勧告，公

表なども行いながら，差別解消が図られるように進めていくというような流れとな

ってございます。 

 こうした相談の体制がございますが，それの実績につきましては，先ほど差別解

消の取り組みのご説明の際に使いました８月の協議会の参考資料１，条例に係る取

り組みについて，こちらのほうをご覧ください。 

 １の相談体制の整備というところで，（１）相談の件数を掲載してございます。令

和３年度につきましては，相談の件数の合計は 33 件というところでございました。 

 障害種別の内訳としましては，同じく令和３年度で身体障害が 11 件，知的障害

が４件，精神障害が 14 件となってございまして，例年の傾向として身体障害，精

神障害の方からの相談が多くなっているという状況でございます。 

 ページをおめくりいただきまして，相手方への対応状況というところでございま

す。 

 令和３年度では，33 件の相談のうち，相談者が対応を希望しまして相手方に連絡

調整を行った事例が 11 件，相談者が対応を希望せずに，連絡調整を行わなかった

事例が 22 件ございました。 

 また，相談員の調整では解決しない場合に事案を調整する（２）の障害者差別相

談調整委員会ですけれども，平成 28 年度の条例施行時からこれまでの間，申し立

てのあった件数は１件のみにとどまってございます。 

 （３）の障害者差別解消・虐待防止連絡協議会でございますけれども，差別・虐

待に関する相談対応，それから権利擁護に携わる関係機関のネットワークを構築し

ておりまして，相互に連携した支援が行えるように，お互い協力体制をとっている

ものでございます。 

 ページをお進みいただきまして，その構成機関としましては，法務局であるとか

労働局，当事者団体や社会福祉協議会，教育委員会，各相談機関，こういったとこ

ろが協議会に参加しているというところでございます。 

 以上のように，差別解消に係る相談体制を仙台市としても整備しているところで

はございますが，こういった差別相談，それから差別対応の実績なども鑑みまして，

これまでの取り組みで見直すべき点であるとか，新たに取り組むべき施策などにつ

いてございましたら，皆さんのご議論をお願いしたいと考えてございます。 

 条例の見直しに係るテーマ別の議論５の説明は以上でございます。 

 

会 長   ありがとうございます。 

 ただいま協議事項（２）テーマ別の議論５について事務局よりご説明いただきま

した。 
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 それでは，皆様に協議いただきたいと思います。いかがでございましょうか。 

 今日まだご発言いただいていない方，前のところの分でも今のところでもどちら

でも結構ですので，ご発言いただければ。はい，子吉委員お願いいたします。 

 

子 吉 委 員   宮城県経営者協会，子吉です。 

 ただいま仙台市さんのほうから相談の流れとかについてご説明いただき，ありが

とうございました。 

 ちょっと事業者の側からすると，後日相談されたり，対応について協議されたり

することはもちろん必要だと思うんですけれども，理想的にはその現場の時点で何

らかの解決策がとれればいいなと思うんですけれども，その辺の何か対応というの

は何か方法はあるんでしょうか。 

 

会 長   では事務局，お願いいたします。 

 

事 務 局 

(小幡課長 ) 

  障害企画課，小幡でございます。 

 今，子吉委員からお話ございましたとおり，一番いいのはその場で事案がうまく

調整されて解決するというようなところがいいところなのかなと思います。ただ，

なかなか事案が発生した現場そのものに相談員が急行してというところになると，

それは言ってみれば当事者からの相談がないままに急に現場に行くというような対

応になろうかと思いますので，なかなか難しいところなのかなと思います。 

 ただ，一方で，その現場でどうやって対応したらいいかというところなんですけ

れども，やはり何がしかの差別だというふうに言われるときには，実際に不当な差

別的取り扱いであるとか合理的配慮の不提供というところを障害のある方が感じら

れて，たぶん訴え出られているというようなところはございます。そうしたときに，

何でそういうようなお話になっているのかであるとか，どういったところをサポー

トすればうまく，例えばサービスの利用であったりお買い物であったり，そういっ

たことができるのかというのを，障害のある方への配慮というところもそうなんで

すけれども，１人のお客様からのご意見として受け取っていただいて，それに対し

てどういう対応ができるのかというのを，お店なり事業者なりのほうでお考えいた

だき，その場で対応できることについてご提案いただく，そうしたお一人お一人と

の対応というふうに考えていただけると，スムーズに回るのではないのかなという

ふうに考えております。もちろんその中で，障害があるからこその配慮の申し出と

いうのはあるかと思いますけれども，それでも答えはその相手からのお申し出の中

で，こういうことをしてほしいというところの中にあろうかと思いますので，そう

したお客様対応という観点からの対応をしていただけると非常にありがたいなとい

うふうに考えております。 

 以上です。 
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会 長   子吉委員さん，よろしいでしょうか。 

 

子 吉 委 員   もう１点いいですか。 

 

会 長   どうぞ。 

 

子 吉 委 員   ありがとうございました。 

 先ほど，８月 10 日の参考資料１の２ページ目で，相手方への対応状況とありま

して，連絡調整なしという部分が結構な割合であるんですが，これというのは事業

所のほうではこういうケースというのは連絡が来ないから認識できないというか，

そういう状況なんですかね。 

 

会 長   お願いいたします。 

 

事 務 局 

(小幡課長 ) 

  障害企画課，小幡でございます。 

 今の相手方への対応状況，連絡調整なしというのは，まさに今おっしゃったとお

りでして，何かトラブルがあったとき，後日に相談窓口のところにいらっしゃって，

これこれこういうことがあったんだというようなことをお話しされていくわけです

ね。ただ，相談員が対応したときに，「相手方にこういったところについてお話しし

て，状況を伺ってもいいですか」というようなことをご本人に聞くと，「いやいや，

そこまでしなくてもいいんだ」というようなことを申し出られて，私たちのほうも

相手方へのアプローチというところがそこでストップしてしまうというような事例

になっております。そのため，もちろん相手方の事業者の方には，そういったトラ

ブルが起きていたんだよというような情報は伝わらないということになりますの

で，またそのトラブルの元になる対応の部分がうまく解決されないままになってし

まうというのは否めないところです。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 よろしいでしょうか。 

 

子 吉 委 員   はい，大丈夫です。 

 

会 長   ありがとうございます。 

 ほかにご意見いただけますでしょうか。はい，髙橋委員さん，お願いいたします。 

 

髙橋（秀）委員   仙台市視覚障害者福祉協会の髙橋です。 

 今のというか，差別に関する相談のことなんですけれども，もちろんそのお店だ

ったり，差別だと思われるところが仙台市内であれば，相談員がいろいろお話を聞
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いてくれて，対応して，解決の方法を探っていけるんだと思うんですが，全国チェ

ーンのような場合だったりしたときに，仙台市にあるお店には相談員が行ってお話

を聞いてくれるんだと思うんですが，その店では「上でこのようになっているから，

うちではそれに従っているだけです」となったときに，仙台市の相談員はその次の，

いわゆる本店だったり，それが東京だったり北海道するかもしれませんけれども，

そういうところまで話を上げてくれるものなのでしょうか。例えば私の経験で言い

ますと，ある居酒屋に入ったときに，非常に横柄な態度で，私に対して「あなた，

メニューは読めませんよね」と入った瞬間に言われたんですね。これはちょっと私

もカッと頭に来て，「入ってきたお客さんに「読めませんよね」って，それって私を

拒否しましたね」と言ったら，「いや，そういうわけではありませんが，白杖を持っ

ていたので，読めるか読めないか確認したんです」と，そういう言い方をしたんで

すね。それを仙台のどこに電話したか忘れましたけど，相談して，確かにお店のほ

うにはお話をしていただいたそうです。でも，仙台市内のところまでは相談を受け

てお話はしますが，チェーン店で，それが東京だったり札幌だったり，そちらには

連絡しませんと言われたんですね。それってやはりちゃんと，何というんですかね，

相談して，差別を解消しようという方向であるのだから，条例ではそこまで範囲で

はないということなんでしょうけれども，そういうふうにちゃんと相談を引き継げ

る，全国どこにでも連絡できるような調整システムが必要ではないのかなと思いま

す。仙台市がそれをやれということではありませんが，そういう仕組みになってい

かないと，結局日本全体が差別を解消していくという方向に行かないんじゃないか

なと思って，お話しさせていただきました。 

 

会 長   ありがとうございます。 

 事務局，お願いいたします。 

 

事 務 局 

(小幡課長 ) 

  障害企画課，小幡でございます。 

 ちょっと相談の対応について補足させていただければと思います。 

 今髙橋委員からお話があった，全国チェーンの場合どうするんだというところな

んですけれども，これまで過去にあった相談の対応の中からちょっとお話しさせて

いただくと，やはり全国チェーンの何がしかのお店でそうしたトラブルがあったと

いう相談は受けたことがあって，その店舗にももちろん対応について確認はいたし

ますが，そこで「やはりこれは本部に言ってもらわないと，ちょっとうちの店舗の

中では何ともならないんです」というようなことを言われた際には，もちろん本部

のほうまでご連絡して，対応させていただいていたというところはございます。 

 また，過去にあった事例では，県外の観光地に行ったときに，ちょっとうまくな

い対応をされたというようなご相談もありまして，そのときにはその県外の観光地

のほうにもいろいろご連絡して，どんな対応だったかというのを確認したような事

例もございました。 
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 また，市内のお店の対応について，県外から来られたお客さんがいて，いろいろ

後ほどご相談いただいたというところもあって，それは市内の事業者だったので，

仙台市としても対応できたというようなところもございましたので，もろもろそう

いった事案が解決できるような調整を，相談員が中心になって今対応しているとこ

ろです。 

 以上です。 

 

会 長   髙橋委員さん，よろしいでしょうか。 

 

髙橋（秀）委員   ありがとうございます。ちょっと安心しました。やはりそうあるべきだなと思っ

ていたので，今私が事例で言った話はたぶん条例ができたかできる前かぐらいの話

なので，今の相談員さんはちゃんとそのようにしてくれるんだということで，安心

しました。ありがとうございます。 

 

会 長   ぜひ皆さんも，そうなっているんだよという，ちゃんと，どこであっても対応し

てもらえるんだよというのを広めていただければというふうに思っております。よ

ろしくお願いします。 

 ほかにご発言いただいていない方，いらっしゃいますが，どなたかご発言いただ

けますでしょうか。鎌田委員さん，いかがですか。 

 

鎌 田 委 員   民生委員をやっております鎌田でございます。 

 いろいろ議論を聞いておりまして，なかなかやはり私たちの場合ですと啓蒙活動

においてしっかりとしなくちゃいけないなというのを改めて感じているところであ

りまして，さらにパンフレットとかも，そういえば昔いただいたこともあるなとい

うのがあるんですけれども，そのときにやはり一つ一つの説明はなかなかなされて

いなくて，渡されたままだったなんていう感じで，ちょっと反省しております。と

いうことで，民生委員としても千五，六百人，仙台市内でもいるんですけれども，

やはりその中で啓蒙というか，せっかくのパンフレットが生きるような形では渡さ

ないと駄目かなというか，ちょっと私自身を含めての反省でございますので，ちょ

っとすみませんが，そういうことを考えると，いろいろなパンフレットをいただく

んですけれども，その説明をどういう形でするかという，民生委員は民生委員の中

で例会があって，地区の例会なので 20 人ぐらいのグループですので，説明は通り

やすいと思いますので，その際にポイントを押さえて説明できるようなものがあれ

ばもっといいのかなと思っておりました。 

 それからもう１点。仙台市さんとか宮城県もそうなんですけれども，いろいろな

イベントなんかの公演とか，事業の後援とかがあるんですけれども，パンフレット，

そういうところにも必ず載せるというか，条件じゃないですけれども，今もあるか

もしれない，ちょっと私も認識していなかったんですけれども，そういうところの
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条件としてポスターの一部にはそういう部分を入れちゃうとか，やはり今はスマホ

が多いので，それこそ YouTube でも何でもいいですけれども，バーコードなりとい

うか，認識するものがあると，もっとわかりやすいのかなとか，そういうふうに思

っていました。 

 やはり今後，一番は目につく場所にしっかりとあるという関心を向けていかない

と，なかなかそこから中に入っていけないので，ここのパンフレットにたどり着け

るような方策をもう一回考えていかなくちゃいけないし，私たちもちょっとその部

分の啓蒙というか，すごい感じさせていただいていますので，しっかりと勉強させ

ていただきたいと思います。ありがとうございました。 

 

会 長   鎌田委員さん，ありがとうございました。 

 日頃から民生委員さんには自分の担当地域にお住まいの障害者の方について，気

にはしているんだけれども，なかなか接点を持つことが難しいとか，いろいろお話

をいただいていることもありますけれども，こういったパンフレット等々を上手に

使っていただいてという部分については重要なことだと思いますので，今ご発言い

ただきましたことが少しでも進みますようにということで，共有していけることが

できればと思います。ありがとうございました。 

 では片桐委員さん，いかがでございましょうか。 

 

片 桐 委 員   片桐綾太郎です。よろしくお願いします。 

 就労に関してでいいですか。何回か，今ちょっとバイトというか，しているんで

すけど，半年前ぐらいから就労したときに，ハローワークに行っていて，一般就労

系でずっと探していたんですけど，たまに障害者も可という求人があったので面接

を申し込みました。そのとき自分は初めてのリモート面接で，自分でＡＤＨＤの説

明とかもしたんですけど，そしたら会社の人から「どういったサポートが必要です

か」と聞かれて，「サポート？うん？何だ？」となってしまって。これまで 5 回く

らい面接を受けてどこへ行っても聞かれるんですけど，いつもどう答えてよいか分

からずに悩むことが多いですね。 

それから高校生の時，支援学校だったんですけど，ケーキとかカフェ系で働きた

かったんですよ。でも，やはりスキルがないと駄目なので，努力というか，自分で

努力しないとそういうのはやはり入れないですよね。やはりどこに行っても会社が

欲しい人は，ごく当たり前なんですけど，スキルを持っていて，ある程度できる人

をやはり欲しがるんです。コミュ力というか，しゃべれないといけないし，飲食っ

て。 

 支援学校って，とりあえず働かせればいいという考えがある気がするんです。障

害者たちが自立して働いて，１人でやっていけるようにするというところであると。

それは理解しているんですけど，大体は清掃の仕事とか農作業がメインなんで，夢

は追いかけられないですよね。 
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会 長   片桐さん，すごいわかりやすくしゃべってくれていると思うんですね。僕はどう

しても支援者という立場なので，「どんなサポートをすればいいですか」と言われて

答えられなかったということについては，支援している立場としてはすごく申し訳

ないなというふうに思っています。一緒にいろいろなことを考えていく中で，適切

な支援を受けていれば差別を受ける比率も低くなると思うんです。本当にそういっ

た支援ってとっても大切で，そういったことについてやはり，あと最後に，やはり

ショックだったのは「夢を追いかけられない」と言われちゃったから，そこも支援

者としてすごく恥ずかしいと思って私は聞かせてもらっていて，ここにはそういう

立場の人がたぶん少なからずいると思うので，共有をしながら，前に進むことがで

きるようにしていくということが大切だなというのは改めて思いましたので，今日

はここまでにしておきますけど，遠慮なく発言をしていただいて，せっかく委員に

なったので，これからもよろしくお願いしたいと思います。どうもありがとうござ

いました。以上です。 

 

片 桐 委 員   ありがとうございます。よろしくお願いします。 

 

会 長   では，ごめんなさいね，順番のようにして申し訳ないんですが，伊藤さん，ご発

言いただけますでしょうか。 

 

伊 藤 委 員   みやぎ高次脳機能障害ピアサポートチーム七夕の伊藤英孝です。よろしくお願い

します。 

 私が小学生のときは，障害を持っている学生は障害者用の学級に入っていたんで

すね。普通は１年１組とか２年１組とかそういうふうなクラス名だと思うんですけ

れども，けやき組というふうな障害を持った子ども専用の学級があったんですね。

そこの先生は，ちゃんと苗字があったんですけれども，けやきの先生，けやきの先

生と呼ばれるような，何ていうんでしょう，障害を持った同い年の子どもと触れ合

って，ちゃんと一緒の学校に通えていたことはいいと思うんですけれども，何か特

別，自分たちとは違うような生徒がいるクラスみたいなイメージをもって，小学校

のときに私通っていた覚えがあります。私は高次脳機能障害は後天の障害なので，

高次脳機能障害にかかる前はそういうふうに思っていたんです。でも……，何てい

ったらいいんでしょうね，すみません，難しいな。特別な人たちがいるクラスとい

うふうな見方をするのはちょっと今の私としては違和感を感じていて……，すみま

せん，ちょっとうまく言葉が選べません。すみません。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 昔そういう気持ちを持ったということについてお話をいただきました。またこの

ことについてもみんなで共有をしながら，これからいろいろなことを考えていくこ
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とができればというふうに思います。伊藤さん，貴重なご意見ありがとうございま

した。 

 では，前に進めたいと思いますが，奥田委員さん，よろしいでしょうか。 

 

奥 田 委 員   愛泉会の奥田と申します。よろしくお願いします。 

 私のほうなんですが，先ほどありました差別や合理的配慮というところなんです

が，なかなか就労難があっても，就労場所によっては，企業によっては，障害者の

理解がなかなか乏しいというところもありまして，やはりそういった意味では就労

先，つまり企業と，それから先ほどありましたいろいろな企業や，それから一般の

福祉就労的なところでも，障害者の方が入ったときに，なかなか仕事を覚えるのが

難しいということが一つ，いじめだったり虐待だったりに発展することがよくある

なと思うんですね。実際に私どもの障害者施設でも，就労させたところで自分がい

じめられているとか，そういったところが自分から発信できるご利用者の方はいい

んですが，なかなかやはりそれが発信できないご利用者の方に対して，これは行政

と企業が連携をしながら，そういった援助というか，障害者の方に対する企業側，

それから行政側とマッチングしながら，そういった方々に対していろいろな悩みだ

ったり，それから仕事の段取りだったりがわからないということがよくあるので，

そういったところをよく相談できるようなサポーターがそばについているとすごく

ありがたいなと思うんですね。今までにもやはりこういったご意見が結構出ている

んですが，大きな企業ですと実現可能なんですが，なかなか中小企業だとやはり難

しい部分があるとよく企業側から言われるんですよね。仕事をしながらサポーター

をする，利用者の方に対して支援をするのが難しいんだというお話を聞くと，やは

りそういった意味では，今は就労センターなんかもあるんですが，なかなか就労セ

ンターだけでは賄えないといいますか，そういったところがあるので，その辺の部

分をうまく宣伝，商工会だったりそういったところでうまく企業側と障害者側のマ

ッチングができるような，また，すごくこれいいなあと思ってずっと見ていたんで

すけど，企業側もやはり障害者に対する理解を深めるためには，こういった冊子で

研修会なんかを開いていただくのもいいのかなと思うんですよね。障害者に対する

理解がやはりなかなか難しいという，障害者の方もいろいろ障害特徴があるので，

それを理解しながらしていただくというところでは，すごく障害者の方ももちろん

なんですが企業側も一緒に学べる機会があれば，もっとスムーズな就労が進むので

はないかなと，こう感じています。 

 あと，もう一ついいですか。 

 以前，今小学校とか中学校で福祉の勉強がいろいろあったり，あとは中学校です

と障害者の施設に体験学習という形で，コロナ禍になってからはなかなか難しいん

ですが，いろいろな障害の方と触れ合う機会があるんですよね。それで，これは余

談なんですが，たまたま障害者の中学校で体験をした女の子が，大学卒業のときに，

その方は保母の実習でいらしたときに，前に体験したんですよという話で，障害者
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の方と触れ合うことがすごくよかったということで，そのまま実は就労，私どもの

施設に入っていただいた方がいたんですね。そういった意味では，小さいときから

やはり障害者の方と触れ合うことがすごく大切なことだと思うんですよね。 

 事例集は，小学校とかにも配布していらっしゃるんですかね。小学校とかに，こ

の事例集をもしできるのであれば配布していただいて，福祉のいろいろな勉強の教

材として使うのはすごくいいなと思って，すごくわかりやすくて，表紙もすごくか

わいらしいので，こういったのがもし可能であれば，なお一層福祉を小さいときか

ら積み重ねていけるのかなと思いますし，実際に介護の学校はあっても福祉の学校

ってないんですよね，養成の学校というのが。そういった意味では，小さいときか

ら慣れ親しんで，福祉に進んでくれればいいのかなと感じていました。 

 長くなりましたけれども，ありがとうございます。 

 

会 長   ありがとうございます。 

 それでは，中嶋委員さん，お願いしたいと思います。大変長らくお待たせいたし

ました。 

 

中 嶋 委 員   まず一つ，先ほどの秋山先生のお話を受けまして，子どもたちに対する障害理解

というところで，さきに 10 代から 30 代の若い方たちを対象としたウェブを活用し

た広報の実施ということが挙げられましたので，こういったことを子どもたちのほ

うにも広げていったらいいのかなというふうに思いました。 

 それから，就労支援といったところでは，就労移行支援の事業所のサポートは大

学４年生も数年前から活用できることになりましたので，そういったことをまだま

だ知らずに，就職活動，非常に内定にたどり着けなくて，疲弊している学生さんも

たくさんいらっしゃるのが事実ですので，こういった事業所のサポートを受けられ

る，そして就職後も定着支援なども受けられる，それから必ずしも障害者手帳がな

くても利用できるんだよというようなところを広げていく，伝えていくということ

も，ものすごく必要かなというふうに感じています。 

 それから，ちょっとまた別な角度のお話になってしまいますけれども，今障害理

解という点では，至るところに障害者用の駐車スペースがございますけれども，せ

っかく設けていただいているんですが，例えば幅的にすごく狭かったりとか，ある

いは店舗やその利用施設の規模からするととても数が少なかったりとかという残念

なことも見受けられます。また，よく目にするのは，最近は障害者用のスペースと

いうことなので，高齢者の方とか，あるいは小さいお子さんを連れた方とか，妊婦

さんとか，いろいろな方が利用できるような工夫といいますか，取り組みをされて

いると思うんですが，やはり車椅子専用というふうに書かれていると，実際車椅子

ではないんだけれども，どうしてもここに駐車させてもらいたいんだよねというよ

うなことになったときに，やはりためらってしまうというか，とめられないという

か，そういったこともありますので，そのあたりもありますので，そのあたりも，
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何というんでしょう，誰もが使いやすいような環境づくりということに努めていけ

るような取り組みといいますか，していただけたらいいのかなというふうに思いま

す。 

 すみません，日々生活している中で気づいた点などをお話しさせていただきまし

た。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 とても重要なお話だと思っておりますし，なるほどと思って聞かせていただいて

おりました。ありがとうございます。 

 これでご意見は一周して，三浦副会長お願いします。 

 

副 会 長   東北福祉大学の三浦と申します。 

 前半の部分で，皆さんのお話を聞いていて，差別とか排除というのはこういうふ

うに起きるんだなと，本当に気づかされることが多かったんですが，いわゆる重身，

重症心身障害の方たちの状況というのは姿があまり見えてこないなというところが

まず一つ気になっているところです。就労とか，なかなかそぐわない場面も多いの

かもしれないんですけれども，医療の場でも当然あるでしょうし，ちょっとそのあ

たりが見えてこないということが気になったところです。 

 あと，後半の議論では，特に総合相談のレベルでちゃんと話を聞けているかとい

うか，ちゃんとニーズを掘り起こせているのかなというのがすごく心配です。先ほ

どの片桐委員の話は，相談での話ではないんですけれども，相談場面ができたら「ど

ういうサポートが必要ですか」と聞くのが相談ではなくて，「仕事をするに当たって

何か心配なことはありますか」とかというふうに聞くのが相談なわけですけれども，

なかなかそのあたりがちゃんとできていないと，本当に困っていることや差別を受

けていることがあっても，それがなかなか表示できないということもあろうかと思

うので，確かに体制の整備は大事なんですが，一つは技術的なものというのもある

程度のレベルが必要なんじゃないかなと思いながらお話を聞いていました。 

 以上です。 

 

会 長   ありがとうございました。 

 重身のところで，重身には医療があまり必要ない在宅の方とか，もう少し補足を

お願いしてもいいですか。 

 

副 会 長   県の自立支援協議会の子ども部会なんかでも，医療的ケアが必要な子どもの地域

生活サポートとか学校生活のサポートのあたりのことは視点があるんですけど，重

身の方は必ずしも医療的ケアが常時必要とは限らない，そういう方もいらっしゃっ

て，なかなかそういう方に対しては医療的ケアという視点からも光が当たらなかっ

たりしている。それから，従来から入所をしている方が非常に多い。最近になって
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地域生活をというふうに言われているんですけれども，入所施設がいっぱいで，地

域生活をサポートできるような，いわゆる緊急時の対応とかということができてい

ないというか，そういう状況があって，なかなか地域に行って重身の人が暮らしに

くいという状況が改善されないというところはあると思うんですね。このあたりも，

言ってみれば社会的な排除の一つの形かなとも思いますので，少し情報の収集とか，

これからしてみるべきじゃないかなというふうに思っていたところです。以上です。 

 

会 長   ありがとうございました。皆さんと共有しておいたほうが，あまり日の当たらな

い部分でしたので，あえてご説明をお願いしたところでございます。ありがとうご

ざいました。 

 ほかにご質問等ございますでしょうか。時間も過ぎておりますので……，はい，

片桐委員さん，お願いします。 

 

片 桐 委 員   さっき奥田委員さんが言ったやつで，ちょっと気になった発言があったんですが，

障害者との「ふれあい」という言葉をやめませんか。どういう意味で言っているん

でしょうか。 

 

会 長   どう感じたかというのを話してもらったほうがいいと思うんですけれども。 

 

片 桐 委 員   どう感じたか。ふれあい，ふれあいって，そんな，動物ふれあいパークじゃない

んですから，人ですし，普通に職場体験とか，そういう障害者がいるところの体験

と言ったほうがいいんじゃないでしょうかね。以上です。すみません。 

 

会 長   要望としてということで。 

 

奥 田 委 員   わかりました。 

 

会 長  それでは本日はここまでということにさせていただいてもよろしいでしょうか。 

 では，協議事項（２）のテーマ別の議論５につきまして，以上とさせていただき

たいというふうに思います。ありがとうございます。 

 

 

（６）その他 

会 長   次第５，その他でございますが，まず事務局からお願いいたします。 

 

事 務 局   障害企画課，小幡でございます。 

 一つ，議論とは関係なく，イベントのお知らせをさせていただきたいと思います。 

 本日，机上に「ボッチャフェス in 仙台」というチラシをお配りさせていただいて
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おりました。こちらは何かというと，東北大学が中心になりましてこのボッチャフ

ェスの実行委員会を立ち上げまして，老若男女，障害の有無にかかわらず，まちに

出て交流したいというようなところがありまして，その交流するきっかけになるよ

うに，まちの中の様々な場所で誰もが楽しめるボッチャを行うというものになって

います。まちづくりの観点から，ハードだけじゃなくてソフトの面でも，誰もがま

ちに出てこれる，そんなまちにしたいというような思いを持って行うようなイベン

トとなっております。 

 どこでやるかということなんですけれども，９月 23 日から，旧さくら野百貨店と

昔の仙台ホテルの跡地にあるＥＤＥＮ，そこの間の青葉通を，片側の部分，車道を

何本か封鎖しまして，そこに人工芝などを敷いて，少しオープンカフェなどのイベ

ント会場にする，そんな社会実験があるんですけれども，その社会実験の中の一つ

のイベントとして，９月 23 日から９月 25 日の間，時間にして 10 時半から 15 時半，

ボッチャのコートを設けて，ふらっと来て誰でも楽しめる，そんなボッチャの体験

会をやるというふうになってございます。 

 また，私どものほうで毎年開催させていただいている，先ほどもお話のあったウ

エルフェア，10 月２日に勾当台公園で行いますけれども，そちらのほうでもボッチ

ャフェスを開催いたしますし，また 11 月３日の青葉区民まつりのほうでも行う予定

としております。 

 やはりまちの中に出て交流するというところで，障害の有無にかかわらずという

ふうにご案内しておりますけれども，例えば子どもさんとかが集まってきてやると

いう姿はよく見かけられますけれども，障害のある方にもぜひまちに出てきていた

だいて，そうしたボッチャ体験をしていただく，障害の有無にかかわらず体験でき

る，そんなイベントとしたいと考えておりますので，委員の皆さんにもご来場いた

だければと思いますし，お知り合いの方，それぞれの団体の中でお知らせいただけ

ればというふうに考えております。ぜひたくさんご来場をいただけるとありがたい

と考えてございます。特に事前の申し込みなどは必要ございませんので，ふらっと

来てボッチャを楽しんでいただければと思います。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

 

会 長   ありがとうございました。ぜひ皆さん，お休みの日ですから，よろしくお願いし

たいというふうに思います。 

 ほかに委員の皆様から何かございますでしょうか。 

 本日は少々時間が延びてしまいまして申し訳ありません。 

 何もなければ，事務局にマイクをお返ししたいと思います。 

 

 

（７）閉 会 
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事 務 局 

（小西係長） 

 

  大坂会長，ありがとうございました。 

 最後に，事務局より３点ほど事務的なご連絡を申し上げます。 

 １点目は，本日の議事内容に関することになります。 

 本日の議事録については，事務局にて案を作成の上，委員の皆様にお送りいた

します。こちらに修正意見などをいただきまして，事務局で修正作業を行いまし

て，議事録として決定させていただきます。 

 また，本日の議事内容や資料について，追加のご意見，ご質問などございまし

たら，机上にお配りしておりますご意見票にて，来週の火曜日，９月 13 日まで

に事務局までお送りくださいますようお願い申し上げます。こちらの様式は，後

ほどメールでも送付させていただきます。 

 ２点目は，次回の協議会の日程になります。 

 委員の皆様へはすでに開催の案内をお送りしておりますが，次回は 10 月 12 日

の水曜日に開催いたします。会場は本日と同じこちらの会場となりますので，よ

ろしくお願いいたします。 

 ３点目は，10 月 29 日の土曜日に開催するココロン・カフェに関することにな

ります。 

 こちらもすでに委員の皆様にご案内をお送りしておりますが，当日ご参加いた

だける委員の皆様につきましては，９月 16 日金曜日までに担当までご連絡をお

願いいたします。 

 事務局からの連絡は以上となります。 

 それでは，以上をもちまして令和４年度第４回仙台市障害者施策推進協議会を

終了とさせていただきます。 

 本日はお忙しい中，ご出席，ご議論いただきまして，誠にありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 


